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（次のページに続く）

　協会は、６月 21 日に第 52 回総会を開催した。北阪神支部からは、谷口紀善評議員（伊丹

市）が発言した。谷口評議員の発言要旨は以下の通り。

　新型コロナウイルス感染症流行の直前、森友

問題での公文書の改ざんや廃棄問題、さらに元

理財局長の佐川宣寿氏の公文書改ざん指示に

よってうつ病となり自殺した元財務省職員の赤

木俊夫氏の遺族の訴えもあり、立憲民主党の幹

事長・福山哲郎氏、さらに日本共産党の小池晃

氏も同様に、国会で追及を行った。それに対応

したのが安倍総理と麻生副総理であった。そし

てこのやりとりに対して、世論調査では 96％の

人が納得がいかないと答えているのに、政党支

持率は自民党 35.5％、野党は一桁台である。こ

のことの理由をどうお考えか。

　新型コロナウイルス感染症に対して、まずクルーズ船での感染から始まって、神奈川、北

海道、東京、大阪、兵庫などで感染が増大した。政府の対応の悪さが問われるようになった。

“アベノマスク” 2 枚もいまだ届いていない。いわんや一律 10 万円の給付もまだ受け取って

いない人もいる。さらに新型コロナウイルスの影響による医院経営は、患者減で厳しくなっ

てきている。これでは、国民皆保険制度は崩壊するのではないかと危惧している。

第５２回総会で谷口評議員が発言

 協会の医療政策を
　　　政治に反映させよう

　国会議員への要請行動を活性化しようと
　　　　　訴える谷口紀善評議員
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（前のページより）

「みんなでストップ！負担増」 署名にご協力を
　協会が、政府の進める医療や介護の患者負担増計画を阻止

するために取り組んでいる「みんなでストップ！負担増」署

名は現在 16,292 筆寄せられています。

　75 歳以上の患者窓口負担の原則 1 割から 2 割への引き上げ

などの制度改悪が実施されれば、高い窓口負担を理由に受診

抑制が進みかねません。

　患者さんにも政府の狙いを知らせ、負担増計画を中止させ

ましょう。               署名の注文などは TEL078-393-1807 まで

幹事会だより

　７月より北阪神支部の担当事務局となりました。微力ながらも支部活動の活性化や

会員拡大に努めて参ります。至らない点が多いかと存じますがご指導ご協力賜ります

よう、よろしくお願いいたします。

                                                        TEL　078-393-1817、 Email  : akane@doc-net.or.jp

事務局交代のごあいさつ
事務局　大野　茜　（おおの　あかね）

兵庫県保険医協会のホームページ

　　　http://www.hhk.jp/
＊新型コロナウイルス関連情報として、助成金、融資、診療報酬の特例など、

　掲載しております。

＊生涯研修に役立つ各種研究会のご案内、生活を支える共済制度のご紹介、日々

の協会活動報告を掲載しております。ぜひご覧ください！

TEL 078-393-1817 ／ FAX 078-393-1802　e-mail　akane@doc-net.or.jp　担当； 大野まで

☆北阪神支部ニュースへの投稿を募集しています

　テレビで元大阪市長の橋下徹氏

が、大企業の内部留保のことに少し

触れたが、積極的には発言しなかっ

た。政府が助成金や支援金を出すに

あたっても財政規模は 10 ～ 20 兆円

程度だ。なぜ 450 兆円以上の莫大な

内部留保があるのに、大企業は 50

兆円～ 100 兆円くらいはこの時期に

寄与できないのか。莫大な内部留保

のことが、マスコミで取り上げられ

ないのはなぜか。困っているのは中

小企業ばかりである。

　最後に、以前、国会要請行動に参加した際、国会議員に署名などの国民の訴えを持参した

が、議員は公僕であるはずなのに多くの議員が面会に応じず、秘書が資料だけ受け取るとい

うみじめな思いを経験した。今後、協会の医療政策を政治に反映させるためにも、国会議員

とのつながりをもっと強め、今後いっそうの発展を考えなければならないのではないか。協

会の今後の活動についての見解を伺いたい。

支部ニュースへの投稿を募集しています。

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せください。

健康情報テレホンサービス Web site でも

ご覧いただけます

<７月のテーマ >

月曜日　不妊でお悩みの方へ

火曜日　アンチドーピングについて

通話料無料　（0120）979-451

水曜日　熱中症とスポーツ

木曜日　パーキンソン病

金土日　鍼灸・マッサージの保険診療の範囲

＊ 23 日～ 26 日は水曜日のテーマを放送します。

　　新型コロナウイルス感染症の「第２波」に備え
　医療機関経営の保障を求める新年度方針案を採択した　

第 392 回　6 月 4 日 ( 木 ) 宝塚商工会議所　参加６人

◆北阪神支部の会員数と組織率
　6/3 現在　医科 356 人（75％）、歯科 202 人（61％）

◆情勢と医療運動対策
　新型コロナウイルス感染症の影響で、受診抑制のため疾患が重症化した患者がい

ることや、生活保護の申請が全国的に増えていることについて議論した。
◆当面の支部活動
　支部総会（10 月または 11 月）の開催や地元選出の県会議員との懇談会など検討
した。
◆次回幹事会
　8 月 6 日（木）14 時 30 分～　宝塚中央公民館を予定
                 　　　　　　　　　　お問い合わせは℡ 078-393-1817 小川・大野まで


